
 

 
 

○

 
○

 
○

シ

○ 県内の

る。ここ

係機関で

ネットワ

14）。 
この「

会の指導

郷豊明薬

院脳卒中

体等が参

また、

が使用さ

＊ 携帯、

などを

○ 「電子

識があれ

久手市、

行われて

ど、広が

○ 今後は

その導入

ステムの利用

のＩＣＴを活

こでは、住

で共有する

ワーク』」が

「いきいき笑

導のもと、東

薬剤師会、豊

中医療管理セ

参加している

ネットワー

されている。

スマートフ

を関係者が共

子＠連絡帳

ればすべてを

豊橋市、津

ている。さら

がりを見せて

は、県内各

入にあたって

用効果（居宅

活用した情

民の医療・

ための「在

が構築され

笑顔ネット

東名古屋豊

豊明市、藤

センター、

る。 
ークの情報

。 
ォン、ＰＣに

共有できるシ

システム」

を操作でき

津島市にお

らに、他の

ており、有

地域におい

ては、住民

宅介護支援事
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情報の共有

・福祉（介

在宅医療・福

れ、関係機関

トワーク」に

豊明市医師会

藤田保健衛生

地域包括支

報共有の要と

により、患者

システム。 

は、携帯電

きるように配

おいても、こ

の地域でも取

有効な取組と

いて、この

民サービスを

事業所）〔図

として、豊

介護）・健康

福祉統合ネ

関の連携促

には、愛知

会、愛豊歯

生大学病院

支援センタ

として「電

者情報や、誰

電話やメー

配慮されて

このシステ

取組の実施

と思われる

のようなＩＣ

を担う市区

13〕

豊明市の取組

康情報を電子

ネットワー

促進に効果を

知県医師会社

歯科医師会豊

院、名古屋大

ター、在宅医

子＠連絡帳

誰が・いつ・

ールが扱える

ているなどの

テムを使用

施に向けた検

る。 

ＣＴの利活

区町村が、公

 

 
 
 
 
 
 
 
 

組が注目さ

子的に管理

ク『いきい

をあげてい

社会福祉専

豊明支部、

大学医学部

医療に関わ

帳システム

何を・どう

る程度の能

の長所があ

した同様の

検討が行わ

活用が望まれ

公益を担う

 

されてい

理し、関

いき笑顔

いる（図

専門委員

日進東

部附属病

わる事業

」（＊）

したか、

能力や知

あり、長

の取組が

われるな

れるが、

う地区医
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師会とともに、情報システムを通じて関係者の連携を促進させることについ

て働きかけることが重要である。その際には、ＩＣＴを活用するためのイン

フラの整備や個人情報を守るセキュリティの構築も必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

いきいき笑顔ネットワークのイメージ〔図 14〕 

豊明市 HP より 


